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DeNA
オートモーティブ事業へ参入

インターネットでオークションやショッピングサイト、モバイル向けのポータルサイトなどを運営するDeNA は、新たにオー
トモーティブ事業に参入することを発表しました。自動運転の技術開発などを行うZMPと協同してロボットタクシー株式会
社を新たに設立し、自動運転タクシーの実現に向けて取り組んでいきます。DeNA オートモーティブ事業発表会での内容を
中心に紹介します。
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参入の経緯

DeNA は創業当時から事業領域にこだわら
ず、様々な産業に参入していき成功を模索して
います。新たな産業へ参入する都度、アライ
アンスや投資の面で他社との協業を行っていく
ことが他のインターネット関連企業と比較して
DeNA の特徴であり、今回も、ロボットカーの
研究・開発を行っているZMPと協業し、ロボッ
トタクシー株式会社という新会社を設立するこ
とで、協同してオートモーティブ事業への参入
を開始しています。

なぜ自動車産業なのか

創業のコマース事業からゲーム事業、最近
ではエンタメやヘルスケアなど様々に事業を展
開してきた DeNA。ではなぜ今自動車産業へ
の参入を決定したのでしょうか。その理由とし
てまず挙げられるのが、マーケットの大きさで
す。DeNA 執行役員の中島宏氏は「なぜ自動
車産業なのかという質問を非常に多く受けます
が、第一点として、非常に大きい規模を誇る
産業だというところです。完成車の販売領域、
中古車・新車合わせて 11 兆円という領域で
す。それに加えてタクシーだけでも1.7 兆円、

写真上：左から
DeNAロケーションズ 代表取締役社長 津島 越朗 氏、 
DeNA 執行役員 中島 宏 氏、 ZMP 代表取締役社長 谷口 恒氏

写真下：コマース事業な
どを展開してきたDeNA
が今回新たに自動車産業
へ参入する
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それ以外に整備産業だけ見ても5.4 兆円、そ
の周辺にはガソリンスタンドなどエネルギー領
域、損害保険の領域など含めてトータルで考
えると、50 兆円以上はあるといわれ、日本で
も最も大きい産業のうちの一つです。インター
ネット企業であるDeNA にとっては非常に魅力
的です。例えばインターネットの会社が新規事
業を構えるときにはマザーマーケットが 5000
億円ぐらいといわれるところに10％インターネッ
トを貸した場合、マザーマーケットが 500 億
円ぐらいになります。そのうちのリーディングカ
ンパニーが 20％シェアをとったとして大体 100
億円ぐらいの売り上げになります。充分大きい
といわれるところですけれども、それより2 桁ぐ
らい大きいマーケットであると理解しています」
と第一点目の理由を述べています。

自動車産業の変革の時代

DeNA が自動車産業に注目した理由の二点
目として、自動車という大きな産業が変革のと
きに来ていることが挙げられます。現在ゲーム
や小売の産業では構造自体の転換が起こって
います。つまりハードウェアからソフトウェアへ
付加価値の源泉が移動しているということです。
自動車業界でもハードウェアからソフトウェアへ
付加価値が移行し、さらにインターネットに繋
がることによって大きな変化が起こると考えられ
ます。中島氏は携帯電話の発展と変化を引き
合いに出し、「今の段階は、ケータイでいうと

インターネットにつながりi モードができる手前
ぐらいだと考えています。自動車がコネクテッド
カーという形で色 な々ことができると言われてい
ます。車がインターネットに繋がったところで何
ができるのかと言う人もいますが、DeNA はそ
う見ていません。ケータイがインターネットに繋
がったことで、すごい構造変化が 15 年ほどで
起こってしまうことを想像できた人がどれだけい
たのかというところをみると、コネクテッドカー
になって何が変わるのかという声は無視するべ
き、もっと先を見たい、大きな変化が起こる、
という観点で事業展開していきたいと考えてお
ります」と述べています。

写真上：付加価値の源泉
の移動

写真下：社会インフラで
ある自動車産業のビジネ
スインパクトは桁違い

7vol.23    2015



3. 下記項目をご記入下さい。

※恐れ入りますが、振込手数料はご負担願います。
三井住友銀行 神戸営業部  （普） 8376598

2. お支払い方法は「銀行振込」のみとなります。

上記プランのサービス内容
◇自動車新聞社が発行する自動車ビジネス誌 『  　　　   』を毎号お届け。 （発行日、発送日は暦により変更の可能性があります）

　 注目されているモビリティサービスなどの情報をわかりやすく紹介し、読者の皆様のビジネスに役立ちます。

1.お申し込みの購読期間に○をつけて下さい。
お申し込みプラン名 料金（1冊） 6冊契約 12冊契約

月刊誌『 　　　　』
（モビリティサービスに特化した専門誌）

※ご契約は契約期間ごとの自動更新となります。解約をされる場合は１カ月前まで、ご連絡をお願いいたします。
※発売は約2か月ごとに行う予定です。

¥1,800（税別） ￥11,664（税込）
（1,800円/1冊）

２冊分無料
￥19,440（税込）

(1,500円/１冊)

※本申込書はご契約に関わります。全て正確にご記入の上、ご送付ください。

フ リ ガ ナ

お勤め先

フ リ ガ ナ

部署

フ リ ガ ナ

ご契約者名
フ リ ガ ナ

ご紹介者名

フ リ ガ ナ

役職

購読開始号

フ リ ガ ナ

ご住所

 vol.　　　　　　号から

 　　　　（記入日）　　　　年　 　　月　　　 日

　FAX　　　　（　　　　）　TEL　　　　（　　　　）　E-mail

〒　　　　ー
フ リ ガ ナ
ご送付先

(ご住所と異なる場合）

〒　　　　ー

　  お支払い先　　　三井住友銀行 神戸営業部  （普） 8376598　※入金確認後に発送いたします。振込手数料はご負担ください。

Subscription
ご購読のお申し込み

<お問い合わせ> TEL : 078-891-7207　（株）自動車新聞社

口座名：株式会社　自動車新聞社

  FAX : 050-3737-6662
mail : info@j-np.com本用紙送付先

  FAX : 050-3737-6662
mail : info@j-np.com本用紙送付先
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